














マ ッ デ ン ・ ジ ュ リ ア ン 振 動 （ MJO: 








がら、予測の時間スケールとして 2 週間から 2
か月程度先を対象とした「季節内から季節予
測プロジェクト」（S2S; Vitart et al., 2016）で世
界の現業機関から集められた予測データを用
いてMJOの予測を検証した調査（Vitart et al., 
2015）では、気象庁 1か月アンサンブル予報シ






開発の一環として、U.S. Climate Variability 
and Predictability（CLIVAR） MJO ワーキング
グループ（Gottsehalek et al., 2010）によって開




石川, 2015）の MJO の予測精度の検証を行っ






2. データと MJO 指数の定義方法 
検証は 1981～2010 年の 30 年間を対象に




気象庁 55年長期再解析（JRA-55; 古林ほか, 
2015; Kobayashi et al., 2015）及び NOAA の
極軌道衛星搭載の可視赤外放射計 AVHRR
（Advanced Very High Resolution Radiometer）
による観測を基に作成された外向き長波放射
量（OLR）解析値（Liebmann and Smith, 1996）
を 使 用 し た 。 予 測 値 と し て 、 V1403 と
JMA/MRI-CPS2の再予報のデータを使用した。
V1403 と JMA/MRI-CPS2 の再予報の仕様は
それぞれ第 1 表の通りである。 
 
第 1 表 V1403 と JMA/MRI-CPS2 の再予報の仕様 
 
MJO の定義として、世界的に広く用いられ
ている Wheeler and Hendon（2004）（以下、
WH04）の手法を用いた。WH04 で示された
MJO 指数は、NOAA の OLR、NCEP/NCAR 


























（Principal Component; PC）時系列 PC1、PC2
を求め、これらを MJO 指数と定義した。 









平均 SSTを回転 EOF解析したときの第 1主成分時系列
SST1（Drosdowsky and Chambers, 2001）に対する、各
要素の日別値との回帰係数を事前に求めておき、この
回帰係数に対応する各月の SST1 との積を除去すること






MJO の振幅は√PC12 + PC22として定義した。
MJO の位相は PC1 と PC2 で張られる位相空








1985 年 2 月 10 日～3 月 10 日。濃い実線は V1403 の
1985 年 2 月 10 日初期値のコントロールメンバーの MJO
の指数、淡い実線は解析の MJOの指数。青線は予測 1
～8 日目、黄線は予測 8～15 日目、緑線は予測 15～22
日目、赤線は予測 22～28 日目を表す。赤丸は 1985 年
2 月 18 日（予測 8 日目）の解析の MJO 指数、青丸は
V1403 の MJO 指数。水色線は予測 10 日目の振幅誤
差、紫線は位相誤差を表す。 
 
MJO 指 数 の 予 測 精 度 は 以 下 の 式




∑((f1(t, τ) − a1(t))






∑ (a1(t)f1(t, τ) + a2(t)f2(t, τ))Nt=1






a1(t)f2(t, τ) − a2(t)f1(t, τ)












ここで、a1とa2はそれぞれ解析の PC1 と PC2、

















































ている（第 4 図上段）。 
 
 


























































5. MJO の位相毎の評価 
MJOの位相毎の再現性を評価するために、
予測 10 日目～16 日目で MJO の振幅が 1 よ
り大きい事例について合成図解析を行った。
第 5 図は OLR 偏差と 200hPa 風の位相毎の























































第 5 図 冬期の各位相における OLR 偏差と 200hPa 風偏差の合成図 








第 6 図 第 5 図と同じ。ただし、200hPa 流線関数偏差の合成図 
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